
     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ス
ケ
ー
ト
種

目
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。
だ
い
ぶ
昔

の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
嬬
恋
村
出
身
の

黒
岩
姓
の
選
手
が
大
活
躍
を
す
る
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
嬬
恋
の
黒
岩
姓

は
、
富
岡
市
の
黒
岩
と
関
係
が
あ
る
と
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ず
っ
と
気
に
な

っ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
り
、
今
回
は
二
つ

の
書
物
か
ら
、
吾
妻
郡
の
黒
岩
姓
に
つ
い

て
の
記
述
を
引
用
し
ま
す
。 

 『
群
馬
県
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
平
成
六
年

十
二
月
八
日(

株)

角
川
書
店
発
行
よ
り 

【
嬬
恋
村
】
村
内
最
多
の
黒
岩
姓
は
、
南

朝
の
藤
原
北
家
流
吉
田
大
納
言
経
長
の
末

裔
で
、
南
北
朝
合
体
後
室
町
幕
府
の
圧
迫

を
受
け
て
東
国
へ
下
り
、
の
ち
に
一
族
で

黒
岩
村(

富
岡
市)

に
土
着
し
た
が
、
長
左

衛
門
が
新
領
主
の
前
田
氏
と
意
見
が
合
わ

ず
、
同
志
三
十
六
人
と
逃
散
、「
い
ず
こ
に

居
よ
う
と
黒
岩
姓
を
名
乗
る
」
こ
と
を
誓

約
と
し
て
吾
妻
の
地
へ
移
住
し
た
と
い
う
。 

大
笹
の
黒
岩
長
家
は
代
々
長
左
衛
門
を

襲
名
、
現
当
主
ま
で
十
七
代
を
数
え
る
。

江
戸
期
は
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
七
代
目

長
左
衛
門
大
栄
は
天
明
三
年
の
浅
間
押
し

で
被
害
を
受
け
た
鎌
原
村
救
済
に
私
財
を

投
じ
、
鬼
押
し
出
し
か
ら
温
泉
を
引
き
大

笹
温
泉
を
引
き
開
業
し
た
。 

三
原
の
黒
岩
幸
一
家
は
江
戸
期
に
幸
右

衛
門
を
襲
名
、
名
主
な
ど
を
務
め
た
。・
・

中
略
・
・
撰
之
助
は
の
ち
の
中
居
屋
重
兵

衛
で
、
横
浜
開
校
後
、
貿
易
商
と
し
て
活

躍
し
た
。 

今
井
の
黒
岩
氏
は
・
・
・
略 

干
川
字
上
の
貝
の
黒
岩
氏
は
・
・
中

略
・
・
万
座
温
泉
の
日
進
館
の
黒
岩
家
は

干
俣
の
出
身
で
あ
る
。 

田
代
の
黒
岩
氏
は
・
・
・
略 

【
草
津
町
】
草
津
の
黒
岩
氏
は
、
京
都
の

吉
田
家
の
者
が
南
北
朝
期
に
富
岡
市
の
黒

岩
に
移
っ
た
の
ち
、
草
津
へ
来
て
黒
岩
と

称
し
た
と
伝
え
る
。
黒
岩
忠
右
衛
門
家
は

慶
長
四
年
旅
館
を
創
業
し
た
と
伝
え
、
寛

保
二
年
か
ら
名
主
を
務
め
、
同
三
年
将
軍

の
命
に
よ
り
草
津
の
湯
を
江
戸
へ
運
ん
だ

時

も

名

主

と

し

て

尽

力

し

た
。
・

・

中

略
・
・
・
明
治
に
入
り
忠
四
郎
と
改
め
、

二
人
が
二
代
・
一
五
代
の
町
長
を
務
め
た

ほ
か
、
草
軽
鉄
道
の
建
設
に
私
財
を
傾
け

て
奔
走
す
る
な
ど
、
草
津
温
泉
の
発
展
に

尽
力
し
た
。
子
孫
は
望
雲
館
（
現
ホ
テ
ル

望
雲
）
を
経
営
し
て
い
る
。 

 

【
長
野
原
町
】
こ
の
町
の
黒
岩
姓
は
、
長
野

県
岩
村
田
に

黒
岩
城
が
あ
り
、
そ
こ
と
の
関
連

が
高
く
、
富
岡
市
の
黒
岩
と
の
関
連
は
薄
い
よ

う
で
す
。 

『
北
甘
楽
郡
史
』（
昭
和
三
年
発
行
）
よ
り 

吾
妻
郡
嬬
恋
村
の
元
県
視
学
中
島
幸
平

氏
、
か
つ
て
著
者
に
語
り
て
い
わ
く
、「
我

が
居
村
嬬
恋
村
に
黒
岩
を
名
乗
る
家
十
数

戸
あ
り
て
、
そ
の
昔
、
甘
楽
郡
黒
岩
村
よ

り
移
住
し
た
る
も
の
な
り
と
の
伝
説
あ

り
」
と
。
こ
れ
は
た
し
て
何
れ
の
時
代
な

り
し
か
。
こ
れ
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。
さ
れ

ど
も
吉
田
某
と
い
う
者
、
時
の
領
主
に
対

し
て
何
か
紛
紜

(

ふ
ん
う
ん
）

を
生
じ
決
然
去

っ
て
吾
妻
に
移
り
し
こ
と
、
里
人
の
口
碑

(

こ
う
ひ
）

に
も
伝
え
遺

(

の
こ
）

れ
り
。
こ
れ

お
そ
ら
く
、
前
田
氏
七
日
市
に
封
せ
ら
れ

し
前
の
事
な
る
べ
し
。 

前
田
利
孝
が
藩
主
と
し
て
七
日
市
に
陣

屋
を
築
い
た
の
が
、
元
和
二
年(

一
六
一

六)

で
す
。
書
物
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
正
し
け
れ
ば
、
黒
岩
村
の
吉
田

氏
が
江
戸
初
期
に
現
在
の
吾
妻
の
地
に
移

り
住
み
黒
岩
姓
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
嬬
恋
村
に
は
、
各
方
面
で
活
躍
さ

れ
る
黒
岩
姓
が
多
く
、
黒
岩
地
区
と
の
関

わ
り
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
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吾
妻
の
「
黒
岩
」
姓 

2 5 
 

「黒岩」姓が多い県を示すため次の

サイトからこの図を転用しました。

赤の２県は県内姓別人数順で「黒岩」

姓が 100 位までに入っています。  

群馬県 96 位・長野県 92 位  

「出典  名字由来 net」による
https://myoji-yurai.net/ 


